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はじめに 
   
ご使用になる前に   

 

 

本取扱説明書では、ホンダ車の診断機能に関してご説明させていただきます。

ご使用の前に本取扱説明書をよくお読みいただき、正しく安全にお使いください。

本体の基本的な操作は、本体の取扱説明書をご覧ください。 

 

 

 

 

 

株式会社インターサポート 
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安全にご利用になるために 
   
ご使用になる前に   

 

 

■ 本製品を安全にお使いいただくために、お使いになる前に、必ず本取扱説明書

ならびに添付のその他の取扱説明書を必ずお読みください。 

■ 本取扱説明書および添付のその他の取扱説明書では、人に対する危害や財産

への損傷を未然に防止するために、危険を伴う操作、お取扱について、次の記

号で警告または、注意しています。内容をよくご理解の上で本文をお読みくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

警告 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重

傷を負う可能性が想定されます。 

 

注意 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が負傷を負う可

能性、物的損害の発生が想定される内容を示しています。 
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本製品を安全にお使いいただくために以下の内容をお守りください。 

以下に述べられている警告や他の案内を無視した事が原因となる製品の損害や、

被害などに関しては、当社は一切責任を負いません。 

 

 

 

 

 

  

 
警告 

● 走行状態でご使用になる場合には、必ず運転者、操作者の2人でご使用ください。操作に

気を取られて事故につながる恐れがあります。 

● アクティブテストはホンダのサービスマニュアルにより各システムの駆動システム、制御内

容を十分に理解した上で行ってください。使用方法を間違えると、車両に悪影響をおよぼし

事故発生の原因となる恐れがあります。 

● アクティブテストは車両が正常な状態（ウォーニングランプ消灯時、故障未検出時）および、

車両停止状態（パーキングブレーキをかけて、輪留めをする）で実行してください。 

 
注意 

● ホンダ車または、ホンダ製造のOEM車以外に使用しないでください。 
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自己診断機能  
   
診断機能   

 

1） 診断メニューにおいて『自己診断』選択して、     ボタンを押してください。 

 

 

〈図：診断メニューにて自己診断を選択〉 

 

 

2） 自己診断画面が表示され、記憶された故障コードが表示されます。 

 

 

 

〈図：自己診断画面〉 

 

  

 

故障コード 故障系統名 

状態 
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故障コード ： ホンダ独自の故障コードNo.、又はSAEコード（例：P0135）が表示されます。 

故障系統名 ： 
故障系統名が表示されます。 

故障内容の詳細に関しては、ホンダのサービスマニュアルをご参照ください。 

状態 ： 

故障の検出状態を表示します。 

「未確」 ：2トリップ連続検出法（誤診断防止のため、IG SWのOFF/ONをはさんだ 

2回の連続する走行で2回とも同じ故障が検出されないと故障と判断しな

い。）を使用した故障コードで、1回目の検出を意味します。 

「過去」 ：過去に故障コードを検出したことを意味します。 

 
 

 自己診断記憶を消去します。【詳細はP9を参照】 

 フリーズフレームデータを表示します。【詳細はP10を参照】 

 

 

 

 

※注意と補足※ 

・ 自己診断画面の表示形式は診断するシステムによって異なります。 

・ エアバッグECUが展開済みの場合は以下の画面が表示されます。 

その場合には、作動履歴の故障コードが優先されて、断線等の故障コードが検出されない

場合や全く故障コードが表示されない場合があります。エアバッグECUを交換した後に再

度自己診断を行ってください。 

 
<エアバッグ展開済み時の表示画面>  
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3）        ボタンをタッチ、又は    ボタンを押すと故障コードを消去します。 

以下の画面が表示されますので、       ボタンをタッチして故障コードを 

消去してください。 

 

※注意と補足※ 

・ エンジンを始動している場合、故障コードの消去が出来ませんので、 

｢車種・システム選択画面｣まで戻り、IG SWを一度OFFに、再びONにしてから 

システムの選択をしてください。(エンジンは始動させないでください。) 

・ ABS/VSCの故障コードを消去すると、VSA中立点学習が必要になる場合があります。 

 

 

 

〈図：故障コードの消去〉 

 

 

〈図：故障コードの消去完了〉 
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■      ボタンの詳細 
 

①        ボタンをタッチ、又は    ボタンを押すと以下の画面が表示され 

ます。フリーズフレームデータを表示する故障コードを選択してください。 

 

 

 

〈図：表示するフリーズフレームデータの選択〉 

 

 

 

② 故障コードを選択すると、フリーズフレームデータが表示されます。 

       ボタンをタッチ、又は     ボタンを押すと自己診断画面に戻り 

ます。 

 

 

〈図：フリーズフレームデータの表示〉 
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※注意と補足※ 

・ フリーズフレームデータとは故障コード発生・検出時のデータがECU（エンジンコンピュータ）

によって記録されたものです。記憶されるデータの種類は車載ECUによって決められてお

り、故障コードの種類には関係なく決まった種類のデータが記憶されます。 

・ フリーズフレームデータは故障コード消去後、最初の故障コード発生と同時に1回だけ 

記憶されます。 

・ フリーズフレームデータは故障コードを消去する時に同時に消去されます。 
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作業サポート機能  
   
診断機能   

 

 

最新の作業サポートの対応については、製品サイト：G-scan.jpを参照してください。 

https://g-scan.jp/g-scan/system-honda.html 

 

  

 
警告 

● 作業サポートはホンダのサービスマニュアルにより各システムの駆動システム、制御内容

を十分に理解した上で行ってください。 

● 使用方法を間違えると車両に悪影響をおよぼし、事故発生の原因となる恐れがあります。 

● 作業サポートは車両が正常な状態（ウォーニングランプ消灯時、故障未検出時）で実行し

てください。 

 

https://g-scan.jp/g-scan/system-honda.html
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1） 診断メニューにおいて『作業サポート』を選択して     ボタンを押してください。 

 

 

 

〈図：診断メニューにて作業サポートを選択〉 

 

2） 作業サポート項目選択画面が表示されます。ここでは例として『ECUリセット』を

選択して     ボタンを押してください。 

 

 

〈図：作業サポート項目選択画面〉 
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3） 作業サポート実行画面が表示されます。画面の指示に従って作業サポートを実

行してください。 

 

 

〈図：ECUリセット実行画面〉 

※注意と補足※ 

・ ECU学習値とは、車両の制御に必要な適正アイドリング回転数などの補正値のことです。 

・ ECUリセットを行った後、アイドリングの学習を行う必要があります。詳細に関してはホンダ

のサービスマニュアルをご参照ください。 

・ 車種によっては、エンジン、AT、CVTのいずれかのシステムでECUリセットを実行した場合、

エンジンとAT、あるいはエンジンとCVT両方のシステムでECUのリセットが行われる場合

がありますので、ご注意ください。 
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SCSショートモード  
   
診断機能   

 

1） 車種・システム選択画面において『SCSショートモード』を選択して、        

ボタンをタッチ、又は     ボタンを押してください。 

 

 

  

〈図：SCSショートモードを選択〉 

 

 

 

2） 以下の画面が表示されます。 

 

 

〈図：SCSショートモード実行確認画面〉 
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3）         ボタンをタッチしてSCSショートモードを実行します。 

 

 

 

〈図：SCSショートモード実行確認画面〉 

 

 

〈図：SCSショートモード実行中画面〉 

 

 

※注意と補足※ 

・ 16ピンの診断コネクタ（データリンクカプラ）の9番ピンにはSCS（サービスチェックシグナル）

ラインがつながっています。このSCSラインと4番ピン（グランドアース）を短絡させることを 

SCSショートといいます。警告灯で故障コードを読み出す場合や、点火時期の確認（調整）

を行う場合に使用します。詳細はホンダのサービスマニュアルをご参照ください。 

・ SCSショートモードは16ピンの診断コネクタ（データリンクカプラ）装備車のみ対応です。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 インターサポート 

〒310-0803 

茨城県水戸市城南1丁目6番39号 

Tel 029-303-8021  Fax 029-303-8022 

ｈｔｔｐs：//www.inter-support.co.jp 

https://g-scan.jp 

 

製品保守センター 

（修理のお問合せはこちら） 

Tel 0570-064-737 → ② （ナビダイヤル※） 

サポートセンター 

（製品のご相談・ご質問はこちら） 

Tel 0570-064-737 → ① （ナビダイヤル※） 

Fax 029-303-8055    

※IP電話・PHSからはご利用出来ませんので、FAXでお問い合わせください。 
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